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災
害
を
防
ぐ
地
域
の
力

精華町の上下水道／５　風しん抗体検査
予防接種／７　町長コラム／ 12　年金生
活者支援給付金制度／ 15　せいか写真日
記／ 22　新たな冒険（第13代国際交流員
コラム）／ 25



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

　
精
華
町
防
災
訓
練
を
８
月
25
日
㈰
、
川
西
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
残
暑
の
厳
し
い
天
気
で
し
た
が
、
同
校
区

の
自
治
会
・
自
主
防
災
会
な
ど
、
約
６
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
各
集
会
所
か
ら
の
避
難
経
路
の
確
認
を
兼
ね
た
避
難

訓
練
の
ほ
か
、
初
期
消
火
訓
練
や
煙
体
験
、
棒
と
布
を

使
っ
て
担
架
の
代
用
を
作
成
す
る
搬
送
訓
練
に
加
え
、

消
防
団
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
地
域
の
方
々
と
連
携
し
、
防
災
意
識
を

高
め
、
も
し
も
の
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
と
参
加

者
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ｑ�

危
機
管
理
室
危
機
管
理
係
ｔ
95

－

１
９
２
８

み
ん
な
で
体
験
、
防
災
活
動

▲簡易担架を使った搬送訓練
防災マップを使った図上演習▼ 携行缶の取り扱い説明▼

簡 易 担 架 を作ろう
　災害が起きた際に各家庭ですぐに作れる、簡易担架を作成し搬送訓練を行いました。
　もしもに備え、毛布または衣服と物干し竿などの長い棒を用意して、下の写真を参考に簡
易担架を作ってみましょう。

指導に従い救助訓練を体験する参加者

▲消防団による一斉放水訓練

① �毛布を横に広げ、物干し竿は患者の肩幅くら
いを目安に間隔をとりましょう。

　（棒の強度が弱い場合２本以上でも可）

右

左

② �左の毛布を片方の物干し竿に折り、もう片方
の下に通しましょう。

右

左

③ �②で下に通した毛布を上に折り返します。�
上に折り返すことにより、摩擦が大きくなり
患者を乗せたとき、毛布が物干し竿から抜け
なくなります。

右

左

④ �最後に右の毛布を折り返し、両方の物干し竿
を包んで完成。

右

23 OctoberOctober



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

　
第
50
回
相

楽
小
学
生
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
８
月

24
日
㈯
、
和

束
運
動
公
園

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
町
か
ら

は
、
精
北
小

学
校
の
４
年

生
か
ら
６
年

生
で
結
成
さ
れ
た
、
精
北
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
が
出
場

し
、
見
事
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　住友生命保険相互会社京都支社京田辺支部様から７月
29日（月）、ご寄付をいただきました。
　健康増進活動の教宣およびその他活動への協力のため、
ご寄付いただいたものです。
　ご厚志に感謝し、大切に活用させていただきます。
　ありがとうございました。

ｑ財政課財政係ｔ95－1914

ご寄付感謝します

<

下
水
道
編
11>

上
下
水
道
料
金
の
早
見
表

シ
リ
ー
ズ 

精
華
町
の
上
下
水
道
⑫

家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
水
さ
れ
る
汚
水
の
処
理

に
必
要
な
本
町
の
公
共
下
水
道
使
用
料
は
、
10

月
１
日
㈫
か
ら
改
定
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、

10
月
か
ら
の
上
水
道
料
金
、
新
し
い
公
共
下
水

道
使
用
料
（
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
10
％
対

応
）
を
合
わ
せ
た
早
見
表
を
掲
載
し
ま
す
。

　
町
上
下
水
道
部
で
は
、

良
質
で
安
定
的
な
水
道

水
の
供
給
と
、
家
庭
な
ど

か
ら
排
水
さ
れ
る
汚
水
の

処
理
や
雨
水
排
水
の
処
理

に
よ
る
生
活
環
境
の
改
善

を
目
的
に
、
今
後
も
上
下

水
道
事
業
を
進
め
ま
す

の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

ｑ�

経
理
営
業
課�

ｔ
94

－

２
０
４
９ 下水道マスコットキャラクター

「スイスイ」

	 上下水道料金の早見表（新税率対応）	 単位：円

使用量
（㎥）

水道料金 下水道使用料 合計料金（税込）

13㎜単価 13㎜料金
（税込） 20㎜単価 20㎜料金

（税込） 使用料単価 使用料
（税込）

水道（13㎜
の場合）

水道（20㎜
の場合）

0

基本料金
715

（円／ 10
㎥）

786
基本料金
829

（円／ 10
㎥）

911

350円（基本料金） 385 1,171 1,296
1

90
（円／㎥）

484 1,270 1,395
2 583 1,369 1,494
3 682 1,468 1,593
4 781 1,567 1,692
5 880 1,666 1,791
6 979 1,765 1,890
7 1,078 1,864 1,989
8 1,177 1,963 2,088
9 1,276 2,062 2,187
10 1,375 2,161 2,286
11

120
（円／㎥）

918

120
（円／㎥）

1,043

150
（円／㎥）

1,540 2,458 2,583
12 1,050 1,175 1,705 2,755 2,880
13 1,182 1,307 1,870 3,052 3,177
14 1,314 1,439 2,035 3,349 3,474
15 1,446 1,571 2,200 3,646 3,771
16 1,578 1,703 2,365 3,943 4,068
17 1,710 1,835 2,530 4,240 4,365
18 1,842 1,967 2,695 4,537 4,662
19 1,974 2,099 2,860 4,834 4,959
20 2,106 2,231 3,025 5,131 5,256
21 2,238 2,363

160
（円／㎥）

3,201 5,439 5,564
22 2,370 2,495 3,377 5,747 5,872
23 2,502 2,627 3,553 6,055 6,180
24 2,634 2,759 3,729 6,363 6,488
25 2,766 2,891 3,905 6,671 6,796
26 2,898 3,023 4,081 6,979 7,104
27 3,030 3,155 4,257 7,287 7,412
28 3,162 3,287 4,433 7,595 7,720
29 3,294 3,419 4,609 7,903 8,028
30 3,426 3,551 4,785 8,211 8,336
31

145
（円／㎥）

3,586

145
（円／㎥）

3,711

170
（円／㎥）

4,972 8,558 8,683
32 3,745 3,870 5,159 8,904 9,029
33 3,905 4,030 5,346 9,251 9,376
34 4,064 4,189 5,533 9,597 9,722
35 4,224 4,349 5,720 9,944 10,069
36 4,383 4,508 5,907 10,290 10,415
37 4,543 4,668 6,094 10,637 10,762
38 4,702 4,827 6,281 10,983 11,108
39 4,862 4,987 6,468 11,330 11,455
40 5,021 5,146 6,655 11,676 11,801
41 5,181 5,306

180（円／㎥）

6,853 12,034 12,159
42 5,340 5,465 7,051 12,391 12,516
43 5,500 5,625 7,249 12,749 12,874
44 5,659 5,784 7,447 13,106 13,231
45 5,819 5,944 7,645 13,464 13,589
46 5,978 6,103 7,843 13,821 13,946
47 6,138 6,263 8,041 14,179 14,304
48 6,297 6,422 8,239 14,536 14,661
49 6,457 6,582 8,437 14,894 15,019
50 6,616 6,741 8,635 15,251 15,376

※51㎥以上については、町ホームページで確認するか、次のところへ問い合わせてください。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
地
域
で
の
就
業

を
通
じ
、
会
員
の
生
き
が
い
の
充
実
と
福
祉
の

増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
60
歳
以
上

の
会
員
で
あ
る
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
結
ぶ
お
手
伝
い
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
会
員
の
就
業
だ
け
で
な
く
、
会
員
に

よ
る
社
会
奉
仕
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
今
年
も
10
月
18
日
㈮
に
祝
園
駅

周
辺
で
「
シ
ル
バ
ー
の
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

清
掃
作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
奉

仕
や
広
報
活
動
を
通
じ
て
、
10
月
を
普
及
啓
発

月
間
と
し
て
シ
ル
バ
ー
制
度
の
定
着
を
図
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
31
ペ
ー
ジ
。

▼
入
会
説
明
会

　
日
時　
11
月
１
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

　
対
象
者　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
シ
ル
バ
ー
さ
ろ
ん

　

�

日
時　
①
10
月
21
日
㈪
②
11
月
１
日
㈮
午
前

10
時
～
午
後
３
時

※�

①
は
「
習
字
教
室
」
と
「
デ
ッ
サ
ン
教
室
」

②
は
「
絵
て
が
み
教
室
」
を
開
催
。
詳
し
く

は
27
ペ
ー
ジ
。

ｑ�

精
華
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ｔ
98

－

０
５
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

10
月
は
シ
ル
バ
ー
普
及
啓
発
月
間

相
楽
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

精
北
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
優
勝
！

精北ドラゴンズの皆さん

　

令
和
元
年
度
精
華
町
敬
老
会
を
９
月
14
日

㈯
、
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
・
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で

開
催
し
、
満
75
歳
以
上
の
対
象
者
約
７
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
祝
辞
に
続
き
、
77
歳
・
88
歳
・

１
０
０
歳
を
迎
え
た
長
寿
対
象
者
の
代
表
の
方

に
記
念
品
の
贈
呈
を
行
う
と
と
も
に
、
祝
い
酒

に
よ
る
乾
杯
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
精
華
町
少
年
少
女
合
唱
団
が
歌
で

祝
福
。
そ
し
て
「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
、
す
て
き
65
メ
イ
ト
」
が
「
い
ち
ご

体
操
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
と
と
も
に
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
と
脳
ト
レ
体
操
や
い
ち
ご
フ
ァ
ミ
リ
ー

体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
京
都
廣
学
館
高
等
学
校
吹
奏
学

部
に
よ
る
演
奏
、
西
川
の
り
お
・
上
方
よ
し
お

さ
ん
に
よ
る
漫
才
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
き
な

笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ｑ
高
齢
福
祉
課
高
齢
介
護
係
ｔ
95

－

１
９
３
２

長寿対象者の代表の方に記念品贈呈 長寿に祝杯

漫才で笑顔あふれる会場

長
寿
と
健
康
を
祝
福

5 October 4October

暮らし・税

年金・保険

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

防犯・防災

催事・募集

そのほか

スポーツ

福祉・介護



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

掲載します 貴社のPR
　本誌に貴社の広告を掲載しませんか。3.8×5.7㌢で１回
１万円、3.8×11.7㌢で１回２万円です。詳しくは下記へ。
ｑ企画調整課広報係ｔ95－1900

広 告　

全メーカー電化・OA･石油・ガス製品・
太陽光発電・増改築からエクステリア
まで各種工事。

　広 告（掲載内容については各広告主にお問い合わせください）

曽崎　雄

　風しんの発生やまん延を予防するため、「2022年３月31日までの３年間に限り」風しん抗体検査・予防接種を原則無
料で受けることができます。
　昭和47年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性には、６月頃無料クーポン券を送付していますので、まずは抗
体検査を受け、抗体が十分にあるか確認してください。
　昭和37年４月２日～昭和47年４月１日生まれの男性や６月以降に精華町に転入し、精華町のクーポン券をまだ持っ
ていない方も、申請によりクーポン券の発行をすることができますので、健康推進課まで問い合わせてください。

▼対象者
　�昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性

▼前住所地のクーポン券は使用できません
　�町に転入された日から前住所地で発行されたクーポン券は使用できません。
改めて申請が必要です。

▼抗体検査などを受けられる医療機関は？
　�６ページの表に記載されている医療機関で抗体検査などを受けることができ
ます。
　診療時間などは、医療機関に問い合わせてください。

▼抗体検査は必ず必要
　�無料の抗体検査により、十分な抗体があるかを調べることとしています。
　�抗体検査の結果、十分な抗体がない方が、今回の予防接種の対象になります。
　�ただし、平成26年４月１日以降に受けた抗体検査の結果を持っている場合は、抗体検査を受ける必要はありません。

▼どんな種類の予防接種を受けるの？
　�ＭＲ（麻しん風しん混合）ワクチンを定期接種として実施します。

▼�４月１日以前に抗体検査・予防接種を受けたけど
　�対象者の方で平成31年２月以降に風しん抗体検査を受けた結果、
抗体価が十分ではなく、風しんの予防接種を受けた方には抗体検査・
予防接種にかかる費用を助成しています。
　�風しん抗体検査費用の領収書・抗体検査結果と予防接種を受けたこ
とを証明できるもの（領収書など）を添付し、健康推進課に費用助成
の申請をしてください。

【注】本事業の詳細は町ホームページで確認いただけるほか、「精華町風しん抗体検査・定期予防接種クーポン券交付申請書」「風しんの抗体検
査および予防接種費償還払請求書」は、町ホームページよりダウンロードすることができます。

ｑ健康推進課保健予防係ｔ95－1905

　
高
齢
者
向
け
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

が
、
10
月
11
日
㈮
か
ら
左
下
表
の
医
療
機
関
な

ど
で
始
ま
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

に
は
地
域
差
が
あ
る
も
の
の
１
月
上
旬
か
ら
３

月
上
旬
が
最
盛
期
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
対
す
る
抵
抗
力
が
付
く
ま
で
約
２
週
間
か
か

り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
12
月
中
旬
ま
で
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。
予
防
接
種
は
12
月
25
日
㈬

ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
接
種
回
数
は
１
回
で
す
。

▼
対
象
者

　
・�

接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

　
・�

接
種
日
現
在
60
～
64
歳
で
、
心
臓
ま
た
は

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

障
害
が
あ
り
、
そ
の
障
害
が
身
体
障
害
１

級
相
当
の
方
（
事
前
に
申
請
が
必
要
）

▼
費
用

　

�

１
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
事

前
に
申
請
を
す
れ
ば
無
料
）

▼
接
種
方
法

　

�

接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
・
施
設
に
よ
っ

て
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

　
・�

町
内
実
施
医
療
機
関
（
下
表
）・
町
内
施

設
、
木
津
川
市
指
定
医
療
機
関
の
場
合

　
　

�

接
種
に
必
要
な
予
診
票
は
、
各
実
施
医
療

機
関
・
施
設
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

予
約
の
上
、
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
予

防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
・�

京
都
府
・
奈
良
県
の
医
療
機
関
の
場
合

　
　

�

接
種
に
必
要
な
予
診
票
を
健
康
推
進
課
で

即
日
発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
窓
口
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

�

た
だ
し
、
一
部
の
医
療
機
関
で
は
即
日
発

行
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
急
ぎ
の
方
は
、
事
前
に
健
康
推
進
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
・�

他
府
県
（
奈
良
県
を
除
く
）
の
医
療
機
関

の
場
合

　
　

�

接
種
費
用
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、

必
ず
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
・
町
外
施
設
の
場
合

　
　

�
一
部
の
施
設
を
除
き
、
接
種
費
用
の
助
成

を
受
け
る
た
め
に
必
ず
事
前
に
申
請
が
必

要
で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

�

申
請
書
【
注
】・
印
鑑
を
健
康
推
進
課
の
窓

口
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
60
～
64
歳
の
方

は
身
体
障
害
手
帳
な
ど
、
障
害
の
程
度
を
確

認
で
き
る
書
類
も
必
要
で
す
。

　

�

郵
送
で
申
請
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
82
円
切
手

を
貼
付
）
を
同
封
の
上
、
健
康
推
進
課
ま
で

郵
送
す
れ
ば
必
要
書
類
を
返
送
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項

　

�

他
府
県
（
奈
良
県
を
除
く
）
の
医
療
機
関
・

町
外
施
設
で
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
必
要

書
類
を
郵
送
す
る
ま
で
に
申
請
書
受
理
日
か

ら
起
算
し
て
10
日
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
注
】
健
康
推
進
課
の
窓
口
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

高
齢
者
向
け
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

～ 

11
日
か
ら
開
始 

～

町内で接種を受けられる医療機関
医療機関名
（50音順） 電話番号 所在地

天野医院 95－9500 下狛河原田45番地３

おく内科医院 72－7023
桜が丘三丁目２番地１
エスペローマ高の原ウエ
スト１番館

学研都市病院 98－2123 精華台七丁目４番地１

岸田内科医院 95－1771 精華台二丁目17番地10

コマダ診療所 93－1787 菱田宮川原10番地

島谷クリニック 66－1850 桜が丘四丁目25番地４

下里医院 72－1212 山田下川原22番地２

精華町国保病院 94－2076 祝園砂子田７番地

平田内科医院 95－3400 光台七丁目14番地３

藤木医院 94－2006 祝園西一丁目24番地15

藤村医院 94－5770 祝園砂子田２番地１

古田診療所 93－2216 祝園門田８番地
山田内科
クリニック 98－3660 精華台二丁目10番地94

芳川医院 71－0014 桜が丘三丁目24番地７

※診療時間などは、医療機関に問い合わせてください。

風しんの抗体検査・予防接種
～男性に無料クーポン券交付～

7 October 6October

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ
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防犯・防災

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災
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改
修
工
事
に
よ
る
休
館

　
か
し
の
き
苑
で
は
、
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

改
修
工
事
を
行
う
た
め
、
11
月
11
日
㈪
か
ら
令

和
２
年
１
月
末
頃
ま
で
休
館
す
る
予
定
で
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ｑ�

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係
（
か
し
の
き
苑

内
）
ｔ
94

－

５
２
０
０

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
作
業

　
有
効
期
間
（
８
年
）
満
了
と
な
る
水
道
メ
ー

タ
ー
の
取
り
替
え
作
業
を
令
和
２
年
２
月
末
頃

ま
で
順
次
行
い
ま
す
。

　
作
業
の
対
象
と
な
る
家
庭
に
は
、
事
前
に
案

内
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

　
取
り
替
え
作
業
は
町
の
委
託
業
者
が
無
料
で

実
施
し
、
委
託
業
者
が
取
り
替
え
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
（
皆
さ
ん
が
委
託
業

者
に
家
庭
の
水
道
設
備
の
修
理
な
ど
を
依
頼
し

た
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）。

　
ま
た
、
委
託
業
者
は
町
発
行
の
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
な
場
合
は
証
明
書

の
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
願
い

　
・�

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
な
ど
を
停

め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
・�

作
業
中
は
断
水
す
る
た
め
、
水
道
水
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
（
作
業
時
間
は
15
～
30

分
程
度
）。

　
・�

取
り
替
え
後
、
水
道
水
を
使
う
と
き
は
蛇

口
を
ゆ
っ
く
り
開
け
て
く
だ
さ
い
。
開
け

た
と
き
水
が
白
く
濁
っ
た
り
、
勢
い
よ
く

水
が
噴
き
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

１
～
２
分
程
度
で
解
消
し
ま
す
。

　
※�

浄
水
器
、
湯
沸
か
し
器
、
ト
イ
レ
な
ど
を

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
事
象
が
落
ち

着
い
て
か
ら
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
・�

不
在
の
場
合
で
も
、

屋
外
に
水
道
メ
ー

タ
ー
が
あ
る
場
合
は

作
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ｑ�

上
下
水
道
課
施
設
管
理
係
ｔ
95

－
１
９
１
２

来
署
に
よ
る
相
談
は
事
前
予
約
を

　
税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
を
お
待
た

せ
し
な
い
よ
う
、
面
接
相
談
の
事
前
予
約
制
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
電
話
で
の
回
答
が
困
難
な
相
談
内
容
（
具
体

的
に
書
類
や
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
所
轄
の
税
務
署

で
面
接
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
面
接
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
所
轄
の
税

務
署
に
「
名
前
・
住
所
・
相
談
日
・
相
談
内

容
」
を
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
日

に
必
要
な
書
類
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
な
お
、
税
金
の
納
付
相
談
や
確
定
申
告
会
場

へ
お
越
し
い
た
だ
く
際
に
は
、
事
前
予
約
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

ｑ�

宇
治
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門
ｔ
44

－

４

１
４
１

し
尿
く
み
取
り
手
数
料
改
定

　
10
月
１
日
㈫
か
ら
、
消
費
税
率
の
改
定
に
合

わ
せ
、
し
尿
く
み
取
り
手
数
料
を
１
２
６
円
／

10
㍑
か
ら
、
１
２
８
円
／
10
㍑
に
改
定
し
ま
し

た
。
10
月
１
日
以
降
、
く
み
取
り
の
利
用
に

は
、
新
し
い
く
み
取
り
券
（
１
２
８
円
／
10

㍑
）
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前
に
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。
旧
券
（
１
２
６
円
／
10
㍑
）
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
要
と
な
っ
た
く
み
取
り
券
は
、
京
都
銀
行

精
華
町
支
店
派
出
で
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
払
い
戻
し
の
受
付
は
、
役
場
開

庁
日
の
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

ま
で
と
な
り
ま
す
）。

ｑ�

し
尿
く
み
取
り
手
数
料
に
関
し
て

　
相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
ｔ
72

−

０
４
２
１

　
し
尿
く
み
取
り
券
の
購
入
な
ど
に
関
し
て

　

�

精
華
町
役
場
環
境
推
進
課
資
源
循
環
係�

ｔ
95

−

１
９
２
５

よ
う
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

役
場
実
施
分
（
令
和
２
年
１
月
23
日
㈭
～
31

日
㈮
）
に
つ
い
て
、
11
月
末
ま
で
健
康
推
進

課
（
２
階
）
窓
口
で
追
加
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
希
望
の
方
は
健
康
推
進
課

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
令
和
元
年
度
対
象
者

　

�

令
和
元
年
12
月
31
日
時
点
で
20
歳
以
上
で
偶

数
年
齢
の
女
性

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
9
０
５

年
金
受
給
資
格
期
間
の
短
縮

　

こ
れ
ま
で
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
国
民
年
金
の
保
険

料
納
付
済
期
間
や
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合

な
ど
の
加
入
期
間
を
含
む
）
と
国
民
年
金
の
保

険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
算
し
た
資
格
期
間
が

原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
で
し
た
。

　
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
は
、
資
格
期
間
が

10
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
被
保
険
者
と

し
て
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
が
あ
る
の

に
年
金
が
支
給
さ
れ
ず
、
案
内
な
ど
が
送
付
さ

れ
て
い
な
い
方
で
も
、
年
金
受
給
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
が
資
格
期
間
と
し
て
み
な
す
「
合

算
対
象
期
間
」
を
加
え
る
こ
と
で
、
資
格
期
間

が
10
年
以
上
と
な
り
、
年
金
を
受
給
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
合
算
対
象
期
間
の
例
（
一
部
）

　
①�

昭
和
36
年
４
月
～
昭
和
61
年
３
月
に
、
厚

生
年
金
ま
た
は
共
済
年
金
加
入
者
の
配
偶

者
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
い

期
間
。

　
②�

昭
和
36
年
４
月
～
平
成
３
年
３
月
に
、
学

生
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た

期
間
。

　
③�

昭
和
36
年
４
月
～
昭
和
61
年
３
月
に
厚
生

年
金
に
加
入
し
、
脱
退
手
当
金
を
受
け
た

期
間
。

ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
ｔ
０
７

５

－

６
４
４

－

１
１
６
５
（
代
表
）、
精
華
町

役
場
総
合
窓
口
課
年
金
係
ｔ
95

－

１
９
１
５

公
的
年
金
の
扶
養
親
族
等
申
告
書

　
日
本
年
金
機
構
よ
り
、
公
的
年
金
に
つ
い
て

源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
へ
【
令
和
２
年
分 

公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告

書
】（
以
降
、
申
告
書
）
が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
（
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
に
は
、

申
告
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
提
出
は
不

要
）。

　
令
和
２
年
以
降
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
源

泉
徴
収
す
る
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の
計

算
の
た
め
に
必
要
な
申
告
書
に
な
り
ま
す
。

　
控
除
対
象
と
な
る
配
偶
者
や
扶
養
親
族
が
い

な
い
場
合
で
も
、
申
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
多
く
の
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
同
封
さ
れ
て
い
る
手
引
き
を
確
認
の
上
、
記

入
し
、
必
ず
期
限
内
に
提
出
（
郵
送
）
し
て
く

だ
さ
い
。

ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
ｔ
０
７

５

－

６
４
４

－

１
１
６
５
（
代
表
）

無
承
認
・
無
許
可
医
薬
品
に
注
意

「
無
承
認
・
無
許
可
医
薬
品
」
と
は
、
本
来
で

あ
れ
ば
医
薬
品
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
食
品
と

し
て
流
通
し
た
り
、
医
薬
品
や
保
健
機
能
食
品

で
な
い
の
に
、
そ
れ
ら
と
紛
ら
わ
し
い
効
能
・

効
果
な
ど
を
表
示
・
広
告
し
て
販
売
な
ど
し
て

い
る
も
の
を
言
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
製
品
は
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
に

違
反
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
品
質
・
有
効
性
・

安
全
性
の
確
認
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
使

用
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
海
外
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
個
人

輸
入
さ
れ
る
医
薬
品
の
使
用
に
よ
る
健
康
被
害

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
国
内
で
正
規
に

流
通
す
る
医
薬
品
に
は
、

そ
れ
を
適
正
に
使
用
し
て

重
大
な
健
康
被
害
を
生
じ

た
場
合
に
、
救
済
を
図
る

公
的
仕
組
み
が
あ
り
ま
す

が
、
個
人
輸
入
さ
れ
た
医

薬
品
に
よ
る
健
康
被
害
は

救
済
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
安
易
な
個
人
輸
入
に
よ
る
使
用
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

ｑ�

京
都
府
山
城
南
保
健
所
環
境
衛
生
室
ｔ
72

－

４
３
０
２

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

し
ま
す
！

祝園駅への送迎は 
一般車乗降場で

　祝園駅への送迎時に駅前のせいかガーデンシ
ティ付近の路上で停車して乗降させる車両や、乗
降後にＵターンして帰っていく車両がしばしば見
受けられ、問題となっています。
「少しの時間だから…」「他の車もやっているし
…」と思い、路上で乗降やＵターンをしていませ
んか？
　比較的交通量の多い朝夕の通勤通学の時間帯
に、バス通りでもある駅付近の路上での乗降やＵ
ターンは、乗降する人や周囲の車両に危険を及ぼ
すだけでなく、バスの運行に支障を生じさせる可
能性のある行為です。
　駅前には一般車乗降場が整備されていますの
で、送迎時は一般車乗降場を活用してください。
　マナーと思いやりを持った運転で、誰もが安全
で安心して通行できる道路をみんなで作りあげま
しょう。

ｑ総務課行政110番係ｔ95−1910

医
療
費
助
成 

申
請
を

　
昭
和
29
年
11
月
生
ま
れ
の
方
へ

　

町
で
は
、
65
～
69
歳
で
要
件
を
満
た
す
方

に
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
【
注
】。

　

申
請
期
間
は
10
月
10
日
㈭
～
17
日
㈭
の
平

日
。
申
請
が
遅
れ
る
と
受
給
者
証
の
使
用
開
始

日
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
】
対
象
者
に
は
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ｑ�

国
保
医
療
課
医
療
係
ｔ
95

－

１
９
２
９

子
宮
が
ん
検
診
10
月
31
日
ま
で

　
令
和
元
年
度
の
子
宮
が
ん
検
診
（
指
定
医
療

機
関
実
施
分
）
の
実
施
期
間
は
10
月
31
日
㈭
で

終
了
し
ま
す
。
期
間
を
超
え
て
の
実
施
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
で

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
忘
れ
な
い

至 精華町役場

祝園駅前交差点

せいかガーデンシティ

※駐停車やUターンは
　ご遠慮ください

旧府道八幡木津線

駐輪場
一般車は入れません

駅前広場

通り抜けはご遠慮ください

路上での乗降が散見される場所

至 

木
津
川
市

身障者用乗降場

一般車乗降場

89 OctoberOctober
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スポーツ

そのほか

防犯・防災

催事・募集

年金・保険

健康・医療

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

環境・美化

福祉・介護

暮らし・税

健康・医療

年金・保険



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

学
校
な
ど
で
の
け
が
・
病
気

　
災
害
共
済
給
付
制
度

　
学
校
や
保
育
所
な
ど
で
の
病
気
・
け
が
は
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
「
災
害
共
済

給
付
制
度
」
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
費

助
成
制
度
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
給
付

制
度
が
適
用
外
の
場
合
、
福
祉
医
療
制
度
が
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
に
は
福
祉
医
療

制
度
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
（
保
険
点
数
５

０
０
点
未
満
の
場
合
）。

▼
対
象
者

　

�

京
都
子
育
て
支
援
医
療
費
受
給
者
証
と
福
祉

医
療
費
受
給
者
証
（
母
子
父
子
・
障
害
）
を

お
使
い
の
方

※�

災
害
共
済
給
付
制
度
に
つ
い
て
は
、
通
園
・

通
学
先
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

ｑ�

国
保
医
療
課
医
療
係
ｔ
95

－

１
９
２
９

浄
化
槽
の
３
大
義
務
守
っ
て

　
管
理
が
不
十
分
な
浄
化
槽
は
、
近
隣
に
悪
臭

で
迷
惑
を
か
け
た
り
、
側
溝
や
川
を
汚
し
、
生

活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
使
用
す
る
場
合
は
、「
保
守
点

検
」・「
清
掃
」・「
法
定
検
査
」
の
３
つ
の
義
務

を
守
り
、
正
し
く
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

日
差
し
を
防
ぐ
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン

　
町
内
の
公
共
施
設
で
は
毎
年
、
地
球
温
暖
化

対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
町
の
特
産
品
で
あ

る
洛
い
も
な
ど
を
利
用
し
た
「
み
ど
り
の
カ
ー

テ
ン
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ツ
ル
性
植
物
を
日
差
し
の
強
い
窓
際
な
ど
で

栽
培
し
、
成
長
し
た
葉
が
日
差
し
を
防
ぐ
こ
と

で
、
太
陽
光
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
約
80
％
遮
断

す
る
働
き
が
あ
り
、
室
内
温
度
の
上
昇
を
抑
え

ま
す
。

　
今
年
も
真
夏
日
や
猛
暑
日
が
続
く
中
、
各
公

共
施
設
の
洛
い
も
、
ゴ
ー
ヤ
ー
は
と
も
に
成
長

し
、
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
、
町
役
場
環
境
推
進
課
の
窓
口

で
、
住
民
の
方
へ
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
を

始
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
ゴ
ー
ヤ
ー
の
種
を

配
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
使
っ
て
、
多
く
の
家
庭

で
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
の
効
果
を
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
来
年
の
夏
、「
み
ど
り
の
カ
ー

テ
ン
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ｑ�

環
境
推
進
課
環
境
保
全
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審
査

　
11
月
１
日
か
ら
申
請
補
充
受
付

　
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
な
ど
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
業
務
の
令
和
２
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
補
充
受
付
を
11
月

１
日
㈮
か
ら
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
に
つ
い
て
の
詳
細
を
記
載
し
た

手
引
き
を
町
役
場
監
理
課
（
３
階
）
窓
口
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
・
公
開
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

�

11
月
１
日
㈮
～
19
日
㈫

▼
申
込
方
法

　

�

受
付
期
間
内
消
印
で
の
郵
送
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

※�

平
日
午
前
９
時
～
11
時
30
分
、
午
後
１
時
～

４
時
に
、
窓
口
で
提
出
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
が
、
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
手

引
き
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

物
品
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

付
は
、
来
年
２
月
頃
に
総
務
部
財
政
課
で
行

う
予
定
で
す
。

ｑ�

監
理
課
検
査
用
地
係
ｔ
95

－

１
９
０
９
・

ｍkanri@
tow
n.seika.lg.jp

特
殊
詐
欺
に
注
意

　
特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
れ
る
方
の
多
く
が

高
齢
者
で
あ
り
、
自
宅
の
固
定
電
話
に
出
て
犯

人
と
直
接
話
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
被
害
に

遭
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼�

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
・�

留
守
番
電
話
機
能
の
あ

る
電
話
機
を
設
置
し
、

留
守
番
電
話
の
設
定
に

し
て
お
く
。

登
録
業
者
に
よ
る
保
守
点
検

「
保
守
点
検
」
は
、
機
械
の
点
検
・
補
修
や
消

毒
剤
の
補
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。
概
ね
３
～
４

カ
月
に
１
回
必
要
で
す
【
注
】。
京
都
府
の
登

録
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

「
保
守
点
検
」
の
登
録
業
者
に
つ
い
て
は
、

京
都
府
山
城
南
保
健
所
環
境
衛
生
室
環
境
担

当
（
ｔ
72

−

４
３
０
３
）、
ま
た
は
公
益
社

団
法
人
京
都
保
健
衛
生
協
会
（
ｔ
０
７
５

−

６
８
１

−

１
７
２
７
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

許
可
業
者
に
よ
る
清
掃

　
浄
化
槽
は
、
浄
化
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う

に
、
年
１
回
以
上
「
清
掃
」
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
や
建
物
の
解

体
で
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
と
き
は
、
最
後
の

「
清
掃
」
が
必
要
で
す
。「
清
掃
」
を
行
わ
な

い
場
合
、
浄
化
槽
に
付
着
し
た
汚
泥
の
不
法

投
棄
（
法
律
違
反
）
に
な
り
ま
す
。「
清
掃
」

は
、
相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
の
許
可
を
受
け
た

次
の
業
者
に
必
ず
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

㈱
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
山
城
ｔ
94

−

３
２
４

１
・
㈱
相
楽
清
掃
ｔ
76

−

２
４
１
７
・
㈲
フ

シ
ミ
ｔ
０
７
５

−

６
０
１

−

６
７
１
４
・
相

楽
商
事
ｔ
62

−

３
０
０
９
・
大
和
清
掃
ｔ
０

７
４
２

−

61

−

４
７
９
８
・
城
南
衛
生
㈱
ｔ

62

−

９
０
０
０
・
平
安
衛
生
開
発
㈱
ｔ
62

−

１
７
３
２

指
定
検
査
機
関
に
よ
る
法
定
検
査

　
使
用
開
始
後
の
３
～
５
カ
月
の
間
に
１
回
、

そ
の
後
１
年
に
１
回
、
京
都
府
指
定
の
検
査
機

関
・
公
益
社
団
法
人
京
都
保
健
衛
生
協
会
に
よ

飛
び
立
と
う
世
界
へ

　
海
外
体
験
補
助
金

　
町
で
は
、
海
外
留
学
や
海
外
で
の
国
際
協
力

活
動
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
の
限
度
額
は
５
万
円
。
渡
航
前
の
時
点

で
、
精
華
町
に
継
続
し
て
１
年
以
上
住
民
登
録

し
、
本
年
度
中
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
方
が
対

象
で
す
。
以
前
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
方
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
希
望
者
は
、
出
国
の
約
１
カ
月
前
ま
で
を
目

安
に
、
申
請
書
【
注
】
を
直
接
、
左
記
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
補
助
条
件
は
次
の
通
り
で

す
。

・�

自
費
で
30
日
以
上
、
海
外
留
学
や
海
外
で
の

国
際
協
力
活
動
を
行
う
こ
と
（
企
業
な
ど
か

ら
の
派
遣
や
観
光
旅
行
は
不
可
）

・�

帰
国
後
、
町
が
主
催
す
る
国
際
化
推
進
の
た

め
の
催
し
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
留
学

体
験
な
ど
を
発
表
す
る
こ
と

・�

申
請
時
と
帰
国
後
に
留
学
な
ど
に
関
す
る
小

論
文
を
提
出
す
る
こ
と

※�

小
論
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま

す
。

【
注
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

ｑ�

企
画
調
整
課
企
画
係
ｔ
95

－

１
９
０
０

　
・�
防
犯
対
策
機
能
付
電
話
機
を
利
用
す
る
。

　
・�
番
号
表
示
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。

ｑ�

木
津
警
察
署
ｔ
72

－

０
１
１
０

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

　
全
国
地
域
安
全
運
動
が
、
10
月
11
日
㈮
～
20

日
㈰
の
10
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
地
域
安
全
運
動
は
、
地
域
住
民
、
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る
自
主
防
犯
活

動
に
よ
り
、
安
全
で
平
穏
な
地
域
社
会
の
実
現

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
安
全
で
安
心
な
ま

ち
の
実
現
に
向
け
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

ｑ�

木
津
警
察
署
ｔ
72

－

０
１
１
０

る
「
法
定
検
査
」
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
注
】
浄
化
槽
の
機
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ｑ�

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
ｔ
72

－

０
４
２
１
、

精
華
町
環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－

１

９
２
５

天
ぷ
ら
油
を
出
す
際
は
密
閉
を

　
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
向

け
て
拠
点
を
設
け
、
廃
食
用
（
天
ぷ
ら
）
油
の

回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
出
す
際
は
次
の
２

つ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

廃
食
用
（
天
ぷ
ら
）
油
を
出
す
場
合
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ね
じ
式
キ
ャ
ッ
プ
の

容
器
に
入
れ
、
ふ
た
を
し
っ
か
り
閉
め
て
回

収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
開
閉
式

キ
ャ
ッ
プ
が
つ
い
て
い
る
容
器
は
、
簡
単
に

キ
ャ
ッ
プ
が
開
い
て
し
ま
う
の
で
、
中
身
が

こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

②�

回
収
可
能
な
油
は
、
家
庭
で
使
用
さ
れ
た
廃

食
用
油
（
な
た
ね
油
、
ひ
ま
わ
り
油
、
大
豆

油
、
米
油
、
オ
リ
ー
ブ
油
、
コ
ー
ン
油
、
ベ

ニ
バ
ナ
油
、
ご
ま
油
な
ど
）
で
す
。

※�

事
業
所
で
使
用
さ
れ
た
油
や
、
ラ
ー
ド
、
牛

脂
、
バ
タ
ー
、
マ
ー
ガ
リ
ン
、
魚
油
、
パ
ー

ム
油
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
の
油
は
回
収

で
き
ま
せ
ん
。

ｑ�
環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

公益財団法人京都府市町村振興協会
までまで

自 衛 官 を 募 集
種別 受付期間 試験期日 資　格

貸費学生 技術 11月 1 日（金）～
 1 月 6 日（月）  1 月25日（土）

大学の理学部、工学部の３・４年次
または大学院（専門職大学院を除く）
修士課程在学

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

推薦 11月 1 日（金）～
    　29日（金）

 1 月 5 日（日）～ 6 日（月）
※いずれか１日を指定されます。

男子で15歳以上17歳未満の成績優
秀で生徒活動などで顕著な実績を修
め、学校長が推薦できる者

一般 11月 1 日（金）～
 1 月 6 日（月）

１次： 1 月18日（土）
２次： 1 月31日（金）～ ２月3 日（月）
※いずれか１日を指定されます。

男子で15歳以上17歳未満の者

※�学部については、理学部、工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。詳しくは最寄りの自衛隊地方協力本部に問い合
わせてください。� ｑ自衛隊京都地方協力本部ｔ075－803－0820
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町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

　
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
重
点
清

掃
と
し
て
、
８
月
17
日
㈯
に
、
木
津
川
・
開

橋
周
辺
で
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
各
種
団
体
を
中
心
に
約
60
人
が
参

加
し
、
堤
防
や
河
川
敷
に
不
法
投
棄
さ
れ
た

た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ご
み

な
ど
燃
や
す
ご
み
を
30
キ
ロ
グ
ラ
ム

、
空
き
カ
ン
や
空

き
ビ
ン
な
ど
燃
や
さ
な
い
ご
み
を
10
キ
ロ
グ
ラ
ム

回
収

し
、
適
切
な
分
別
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
再
利
用
可
能
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
リ
ユ
ー
ス
コ
ッ
プ
を
活
用
し
て
給
茶
を
行

う
こ
と
で
、
紙
コ
ッ
プ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
ご
み
の
発
生
抑
制
を
図
り
ま
し
た
。

北ルートと南ルートの２ルートで運行する精華くるりんバスには、42カ
所のバス停があります。このシリーズでは、皆さんに精華くるりんバス
をもっと知っていただくため、各バス停付近の注目スポットを紹介して
います。普段利用しないバス停にも少し足を伸ばしてみませんか。

たまにはたまには
ちょっと
途中下車
ちょっと
途中下車

AROUND 29 柘
ざ く ろ

榴　～柘榴の由来となった大石～
　祝園駅西口から南ルートに向けて出発し、14駅目のバス停が「柘
榴」バス停です。
　柘榴の由来は、現在の奈良県生駒市に鎮座していたご神体の大石
が、平安時代の大洪水によりこの地に流れされてきた際、巨木に
ひっかかりこの地に留まったことから、「石留」に木編をそえた「柘
榴」となったと伝えられています。現在この地名の由来となった大
石は、柘榴にある「日出神社」に祀

まつ
られています。

　また、柘榴には、京都府指定有形文化財に指定された釣り鐘が本
堂の中に安置されている「極楽寺」や、古くから地域の人々にあがめ
られてきた「東谷神社」もあり、人々の暮らしと共に寄り添ってきた
歴史を感じることができます。
　「くるりんバス」を利用して、普段は出かけない地域の歴史を感じ
てみてはいかがでしょうか。
※�この地域は住宅街ですので、散策の際は住民の方に迷惑がかから
ないように配慮してください。

ｑ都市整備課まちづくり計画係ｔ95－1902

日出神社の大石

　
町
で
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
、
公
共
施
設
の

除
草
や
清
掃
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

「
精
華
町
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
住
民
と
行
政
が
協
働
し
て
自
然
と

の
共
生
と
美
し
い
ま
ち
を
目
指
す
施
設
管
理
制

度
で
す
。

　
住
民
自
ら
が
ま
ち
の
美
化
活
動
を
行
い
、
地

域
の
人
々
の
顔
が
見
え
る
こ
と
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
、
自

然
・
景
観
・
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
環
境
美
化
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
団
体

　

�

自
治
会
や
子
ど
も
会
、
老
人
会
、
企
業
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
有
志
団
体
な
ど
の
グ
ル
ー
プ

▼
活
動
内
容

　

�

施
設
の
除
草
、
植
栽
の
育
成
管
理
・
清
掃
な

ど
の
美
化
活
動
、
施
設
破
損
な
ど
の
連
絡

▼
対
象
施
設

　

�

町
が
管
理
す
る
公
共
施
設
（
道
路
・
都
市
公

園
・
河
川
・
緑
地
な
ど
）

▼
町
か
ら
の
支
援

　

�

物
品
・
用
具
な
ど
の
支
給
や
貸
与
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
な
ど

ｑ
建
設
課
管
理
係
ｔ
95

－

１
９
０
１

み
ん
な
で
育
て
る

ま
ち
の
景
観

道
路
な
ど
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集

～
管
外
研
修
報
告
～

　
７
月
15
日
（
祝
・
月
）、「
Ｅ
Ｍ
で
湖
・
河

川
の
浄
化
」
活
動
を
見
学
す
る
た
め
、
滋
賀

県
近
江
八
幡
市
安
土
町
に
あ
る
西
の
湖
に
隣

接
し
た
よ
し
き
り
の
池
、
弁
財
天
池
に
行
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
26
人
で
し
た
。

　
西
の
湖
を
昔
の
き
れ
い
な
湖
に
戻
す
た
め
、

環
境
改
善
を
目
的
に
作
ら
れ
た
蛇
行
水
路
の

よ
し
き
り
の
池
に
は
、
多
く
の
ヨ
シ
、
キ
シ
ョ

ウ
ブ
が
群
生
し
、
水
中
の
窒
素
な
ど
の
栄
養

素
を
吸
収
し
、
浄
化
の
一
環
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
浄
化
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
の
が

Ｅ
Ｍ
活
性
液
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

を
土
に
練
り
こ
み
、
団
子
状
に
し
て
、
発
酵
・

乾
燥
さ
せ
た
「
Ｅ
Ｍ
団
子
」
で
す
。

「
Ｅ
Ｍ
団
子
」
は
、
汚
泥
の
た
ま
っ
た
川
や

湖
な
ど
に
投
入
す
る
こ
と
で
、
Ｅ
Ｍ
の
定
着

を
促
進
し
、
浄
化
作
用
を
発
揮
し
ま
す
。

　
こ
の
日
も
、
Ｅ
Ｍ
団
子
約
１
５
０
０
個
と

Ｅ
Ｍ
活
性
液
約
４
０
０
㍑
を
、
３
カ
所
に
分

け
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
和
気
あ
い
あ
い

と
投
入
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
地
域
の
研
修
施
設
「
西
の
湖
す

て
ー
し
ょ
ん
」
に
移
動
し
、
活
動
の
様
子
を

写
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

※
Ｅ
Ｍ
＝
有
用
微
生
物
群

（
精
華
町
生
ご
み
減
量
・
推
肥
化
推
進
協
議
会
）

ｑ
環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－

１
９
２

　
５

環
境
共
感
だ
よ
り
●５

日出神社

東谷神社

極楽寺

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝

　
四
期
16
年
を
振
り
返
り
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

を
得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
を
乗
り
越
え
、
注

目
さ
れ
る
「
ま
ち
」
と
な
っ
た
こ
と
に
、
ま
ず

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
長
就
任
後
の
ご
挨
拶
を
兼
ね
て
、
知
事
要

望
に
。
学
研
都
市
の
研
究
オ
ン
リ
ー
を
見
直

し
、
研
究
の
成
果
を
物
づ
く
り
に
、
こ
の
こ
と

が
雇
用
に
！
知
事
の
英
断
が
サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ

へ
と
つ
な
が
り
、
夢
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

12
月
に
入
っ
て
、
か
し
の
き
苑
の
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
は
、
国
の
政
策
転
換
で

補
助
金
１
億
円
が
ゼ
ロ
の
通
告
を
受
け
ま
し

た
。
税
収
減
で
予
算
編
成
が
で
き
ず
、
悩
み
な

が
ら
厚
生
労
働
省
へ
。
補
助
制
度
の
変
更
を
質た

だ

せ
ば
、「
国
の
方
針
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
、

窓
口
の
京
都
府
に
対
し
、「
補
助
金
が
無
く
て

も
事
業
は
進
め
ま
す
」
と
怒
り
を
込
め
て
決
意

を
伝
え
ま
し
た
。

　
そ
の
直
後
、
大
手
企
業
の
子
会
社
化
に
伴
い

予
定
納
税
の
還
付
が
発
生
。
12
・
５
％
の
高
金

利
を
加
算
し
て
１
億
２
千
万
円
余
り
の
返
還
・

返
金
が
求
め
ら
れ
、「
町
の
財
政
危
機
に
さ
ら

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
の
か
」
と
京
都
財
務
局

へ
現
実
離
れ
し
た
対
応
に
抗
議
し
ま
し
た
。

　
財
政
の
危
機
に
直
面
し
「
公
約
の
先
送
り
」

の
進
言
に
も
、「
厳
し
い
財
政
状
況
は
承
知
し

て
い
る
が
住
民
と
の
約
束
は
必
ず
実
行
し
ま

す
」
と
、
自
ら
身
を
切
る
改
革
を
決
意
し
ま

し
た
。

　

そ
の
時
、
管
理
職
の
総
意
と
し
て
、「
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
管
理
職

手
当
の
返
上
を
受
け
、
ど
れ
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た

か
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
16
年
、
町
村
合
併
の
再
協
議
が
府
指
導

で
始
ま
る
が
、
３
１
８
億
円
余
の
債
務
を
抱
え

る
町
財
政
が
原
因
な
の
か
、
合
併
へ
の
打
診
も

無
く
幕
を
閉
じ
る
。
私
は
府
に
対
し
「
合
併
は

時
代
の
流
れ
と
し
て
、
公
約
実
現
に
向
け
、
狛

田
駅
周
辺
整
備
に
支
援
を
」
と
合
併
を
機
に
実

現
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
難
し
い
と
の
返
答
が

あ
り
、
頓と
ん
挫ざ

し
ま
し
た
。

　
町
立
国
保
病
院
の
存
廃
も
町

長
選
の
争
点
で
あ
り
、
私
は
診

療
所
か
ら
始
ま
っ
た
当
時
の
村

長
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
存
続

に
努
め
る
も
、
毎
年
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
出
し
１
・
４
億
円

の
解
消
が
難
し
く
、
法
制
化
さ

れ
た
指
定
管
理
者
制
度
の
採
用

を
決
断
。
職
員
の
整
理
解
雇
と

い
う
大
変
な
事
態
も
、
話
し
合

い
を
重
ね
、
最
後
は
住
民
の
た

め
と
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
く
る
り
ん
バ
ス
の

運
行
、
公
設
民
間
委
託
で
せ
い

か
だ
い
保
育
所
の
開
設
、
他
の

保
育
所
も
統
廃
合
し
ほ
う
そ
の

保
育
所
を
移
設
、
狛
田
駅
東
特

定
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着

手
、
共
同
浴
場
の
廃
止
、
病
児

病
後
児
保
育
の
開
始
、
小
中
学

校
の
耐
震
化
完
了
、
川
西
小
学
校
と
精
華
中
学

校
お
よ
び
消
防
庁
舎
の
改
築
、
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
を
中
学
卒
業
ま
で
拡
充
、
小
中
学
校
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
、
防
災
行
政
無
線
の
設
置
、

６
地
区
の
集
会
所
を
改
築
、
水
道
料
金
は
府
内

最
低
額
、
下
水
道
の
共
用
98
％
、
健
康
長
寿
の

ま
ち
へ
、
そ
し
て
実
質
債
務
３
１
８
億
円
も

１
８
３
億
円
に
ま
で
削
減
が
で
き
、
最
終
年
に

職
員
逮
捕
と
い
う
残
念
な
事
件
が
発
生
す
る

も
、
再
発
防
止
へ
大
き
く
政
策
転
換
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
ん
だ
四
期
16

年
、
ま
ち
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
さ

ま
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

極楽寺の釣り鐘
（本堂内に安置）

柘榴バス停
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